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 残したいもの、残すべきもの       

                                      中西 卓＠岡山  

 皆さん、新制中学で採用された このテキストに見覚えがあると思います。私は赤磐九条の会の活動で入手 

しましたが、発行者が記したあとがきに注目してください。『この教科書は 2、3 年使われただけでした』と 

あります。その後に始まった 朝鮮戦争に伴って日米安保条約が結ばれ、憲法に明記された戦争放棄とかけ離 

れた実態になっていきます。湾岸戦争で海外派兵がありましたが、戦闘に至らなかったのが幸いでした。 

 ところが、現政権は専守防衛の縛りを越えるのも辞さない姿勢で、軍事費倍増の勢いです。ウクライナや 

ガザの紛争に加えて 台湾有事を理由に、南西諸島にミサイル基地を築きつつあります。相手の標的が基地・ 

弾薬庫であっても、戦争はルールなし、民間人だからと避けてはくれません。沖縄住民の叫びは切実です。 

 現政権の世代は戦争を体験していないからか、文明社会と地球環境を破壊する重い罪を意識していないの 

でしょうか。サミットに参加するトップリーダーは自国の利害を離れて、グローバルな視点を実践しなければ 

なりません。 

現実は厳しくても、我ら世代は憲法の精神を忘れずに、子孫の平穏な生涯を祈念したいと思います。この際 

 各国の憲法を、軍備を持たずに平和を維持しているコスタリカはどうなのか調べてみたいと思うの

ですが、「出来るならやってみろ」と何処からか聞こえてきそうです。 

 

《 話が変わりますが、もう一つを 》今、東京都知事選で明治神宮外苑の再開発が争点になっています。世界 3 月 

号で「危機に瀕する外苑いちょう並木」を石川幹子＊さんが 10 頁を割いて、専門領域から見解を述べていま 

す。江戸に遡る歴史はじめ、外苑設計におけるイチョウ並木の位置づけや、再開発の経緯がわかります。 

 大阪人には御堂筋のイチョウ並木が否応なし。岡山では、岡大津島キャンパスを仕切る景観、旧制六高（現 

朝日高校）の校庭に聳える存在感、イチョウに限らず都市景観に高木の街路樹が欠かせません。神宮外苑に高 

層ビルは似合いません、再開発を見直す知事を期待しています。＊東京大学名誉教授 農博、専攻は都市環境計画    
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